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宝グループの概要

社名： 宝ホールディングス株式会社

創業： 1842（天保13）年

設立： 1925（大正14）年9月6日

上場市場： 東証プライム市場（証券コード: 2531）

本店所在地： 京都市下京区四条通烏丸東入

代表者： 取締役社長 木村 睦

資本金： 13,226百万円

従業員： 5,729名
（グループ連結／2025年3月末現在）

連結子会社： 65社（2025年3月末現在）

2025年3月期実績： 連結売上高 3,626億円
連結営業利益 205億円

4



本日の内容

5

１．宝グループの概要

２．宝グループの歩み

３．宝グループ 長期Vision2050

４．現在の事業の状況

４-１.国内事業

４-２.海外事業

４-２-１. 海外酒類事業

          ４-２-２. 海外日本食材卸事業

４-３.バイオ事業

５．サステナビリティへの取り組み

６．2026年3月期業績予想

７．政策保有株式の縮減について

８．株主還元について



宝グループの歩み
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宝酒造（国内事業）*¹

バイオ事業*²

海外酒類事業

海外日本食材卸事業
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＊1. 2002年、寳酒造は純粋持株会社の宝ホールディングス（株）へ移行し、事業子会社として宝酒造（株）を設立
＊2. 2002年、タカラバイオ（株）を設立
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国内事業の取り組み

1842年に、清酒の製造・販売権利の譲渡を受け、酒造業を開始。
以降、みりんを中心に、業容を拡充

酒造株台帳

「寶」印の木製看板
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1925年に、寶酒造（株）（現宝ホールディングス（株））を設立。
その後、数々の買収、合併を経て、今日の宝グループの基礎を築く

創立当時の株券

国内事業の取り組み
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1951年に、米国に清酒「松竹梅」の輸出を開始。
1983年に、カリフォルニア州バークレーに米国宝酒造を設立。米国産「松竹梅」の
製造・販売を開始

海外酒類事業の取り組み

清酒「松竹梅」を輸出（イメージ画像）

米国宝酒造

＜ポイント＞

・海外への輸出や、現地製造を早期に開始

・現在では、米国における「松竹梅」はトップシェア

であり、現地ニーズを捉えたイノベーティブな和酒

も開発
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酒類の次の柱となる新たな事業を模索する中、1979年に、バイオ事業に参入。
当時まだ世間に知られていなかったバイオテクノロジーに着目し、国産初の制限酵素を
発売

国産初の制限酵素カタログ

バイオ事業の取り組み

＜ポイント＞

・当社が自ら生み出した事業

・現在では、１万点におよぶ試薬を取り揃え、世界

  のライフサイエンス研究や産業を支援
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2010年に、欧州最大規模の日本食材卸会社である「フーデックス社」（フランス）を
グループ傘下に迎え入れることで、日本食材卸事業に本格参入

フーデックス社

海外日本食材卸事業の取り組み

＜ポイント＞

・和酒の世界浸透に向けた販路の獲得

・和酒・日本食材の販売を通じた日本食文化の

  さらなる浸透

2017年に、宝酒造インターナショナル（株）を設立



宝グループの構成

宝酒造

国内事業

そ
の
他
グ
ル
ー
プ
会
社

海外事業 バイオ事業

宝ホールディングス株式会社

宝酒造ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ タカラバイオグループ

12



13

事業別売上高推移

海外事業の牽引などにより、グループ全体の売上高は、右肩上がりに推移している
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海外売上高比率の推移

海外売上高比率は2017年3月期の22.2％から大きく拡大し、2025年3月期は
59.3％。2026年3月期は、海外売上高比率60％以上となる見通し

◆宝グループの海外売上高比率

2017年3月期 2025年3月期

国内海外

54.0％

2026年3月期（予想）

22.2％

国内海外

59.3％

国内海外

62.1%
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宝グループ 長期Vision2050
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100周年にあたる2025年9月12日、宝グループ長期Vision2050を発表



宝グループ 長期Vision2050
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バイオテクノロジーをコアに、「酒類・日本食材」と「ライフサイエンス産業支援」という既存
事業領域の拡大を図り、さらに新たな領域で価値を創出することで、売上高1兆円以
上を目指す
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主な品目
生産量

（千KL）
前年比
（％）

合計 7,592 100.1

事業環境

酒類市場全体は長期的にダウントレンドであり、直近ではビール類、焼酎、清酒等が
減少している。一方、リキュールおよびスピリッツ類に分類されるソフトアルコール飲料
（RTD）は増加する見込み

◆酒類課税数量推移

（千KL）

（FY）<出典> 国税庁
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◆2025年（見込み）酒類生産量

<出典>酒類食品統計月報2025年9月号
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ビールおよび
発泡酒

4,172 98.6

リキュールおよび
スピリッツ類

2,060 105.4

焼酎 591 95.1

清酒 368 97.6

ウイスキーおよび
ブランデー

182 101.6

果実酒 95 95



商品紹介

タカラcanチューハイなどのソフトアルコール飲料や、焼酎、清酒、本みりんといった、
日本の伝統的なお酒を中心に幅広いカテゴリーのアルコール製品を製造・販売

ソフトアルコール飲料

35.1%

焼酎

26.6%

清酒

8.8%

本みりん8.2%

その他調味料7.7%

その他酒類4.2%

原料用アルコール等9.4%

◆カテゴリー別売上構成比（2025年3月期）

清酒 焼酎

ソフトアルコール飲料

調味料
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重点ブランドの育成について

市場がダウントレンドの中、利益率を高めていくことが宝酒造の成長戦略。
売上総利益率の高い「重点ブランド」を育成し、利益率の向上を目指す

●重点ブランド売上構成比、売上総利益率（％）

●重点ブランド

2025年3月期
実績

売上
構成比

売上
総利益率

宝酒造計 100.0 25.0

重点ブランド 38.8 28.6

その他 61.2 22.7

2026年3月期
予想

売上
構成比

売上
総利益率

100.0 25.5

42.0 29.0

58.0 23.0



宝酒造のブランドを支える強み①（白壁蔵）：日本酒

・日本の伝統的な酒造りを進化させたこだわりの設備を有する。
・「酒造りは人造り」という方針の下、一人ひとりが高い技術や知識を習得して、
酒造りを手がける

22

●白壁蔵（兵庫県）

伝統的な麹造り 白壁蔵の製麹機

伝統的な「蓋麹」と同じ
麹造りの環境を再現

人の手による昔ながらの酒造りの技術を重視しながらも、従来の酒造原理を
データの蓄積により科学的に解明。目標とした酒質を再現性高く造ることに
こだわっている

白壁蔵外観

白壁蔵で
生産される

澪、生酛純米



宝酒造のブランドを支える強み②（松戸工場）：焼酎、ソフトアルコール飲料等

宝焼酎などの製品のベースとなる、限りなく「ピュアなアルコール」を製造
（宝焼酎のおいしさを支える“真っ白なキャンバス”）

23

●松戸工場（千葉県）

十数本の蒸留塔で蒸留を何度も繰り返すことで得られる純度の高い
クリアな味わいのアルコールを製造し、焼酎などの原料に使用

連続式蒸留機

十数本の蒸留塔
直径約2.5m、高さ35m

純度99.99％以上
（水を除くエタノール
の純度）のピュアな
アルコールを製造

松戸工場外観

東京ドーム約3個分の
広大な敷地で東日本
エリアの大半の商品
供給を担う



宝酒造のブランドを支える強み③（黒壁蔵）：焼酎

当社の甲類焼酎や、ソフトアルコール飲料の味わいの源となる約85種類の
「樽貯蔵熟成酒」を保有
（限りなくピュアなアルコールにおいしさを加える“一滴の絵の具”）
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●黒壁蔵（宮崎県）

黒壁蔵の樽貯蔵庫 ブレンド前の樽貯蔵熟成酒熟成樽の再生加工の工程

黒壁蔵外観

甲類焼酎やソフトアルコール飲料の味わい
の源でもある樽貯蔵熟成酒を蒸留、貯蔵、
熟成、ブレンドする技術を持つ
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独自技術によって開発された差異化製品

「ピュアなアルコール」と「樽貯蔵熟成酒」をブレンドすることにより、差異化された
甲類焼酎、ソフトアルコール飲料などを開発

タカラ「焼酎ハイボール」タカラcanチューハイ極上＜宝焼酎＞

ピュアなアルコール 樽貯蔵熟成酒

「樽貯蔵熟成酒」
を3％ブレンド

厳選した
11種類の

「樽貯蔵熟成酒」
をブレンド
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事業環境（日本食材の輸出拡大）
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農林水産物・食品の輸出額は年々右肩上がりに増加。
2024年も前年比103.7％と伸長している

<出典>農林水産省
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事業環境（日本産酒類の輸出拡大）

2024年の日本産酒類の輸出額は前年を下回るものの、2023年と概ね同水準で
推移。2025年1－9月の輸出額は1,129億円と前年比113.1％で推移

28
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事業紹介

宝酒造インターナショナルグループでは、

海外酒類事業と海外日本食材卸事業の２つの事業を展開

◆海外酒類事業 (和酒・洋酒)
2025年3月期売上高 235億円

◆海外日本食材卸事業
2025年3月期売上高 1,647億円

日本からの輸出および海外での現地生産
により、清酒「松竹梅」を中心とした和酒や
ウイスキーなどを世界各地域で提供

コメや寿司ネタなどの日本食材や清酒、
調味料を日本食レストラン、小売店などに供給

29



海外事業の拠点

30

海外酒類事業ではアメリカ、中国、イギリス、カナダに製造拠点を保有。
海外日本食材卸事業ではアメリカ、ヨーロッパ、オーストラリアと世界に広がるネットワーク
を持つ

イギリス

スペインポルトガル

フランス

ドイツ

フィンランド

カナダ
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海外酒類事業における主要子会社

アメリカ・中国にて松竹梅をはじめ、清酒、みりん、梅酒などの伝統的な和酒を製造。
イギリス・アメリカにウイスキーの製造及び販売拠点を持つ

◆米国宝酒造（アメリカ） ◆宝酒造食品（中国）

◆トマーチン社
（イギリス・スコットランド）

◆エイジ・インターナショナル社
（アメリカ・ケンタッキー）



海外清酒市場No.1

海外での現地生産と輸出の合計である海外清酒市場においてナンバーワンの地位

◇主要清酒メーカーの現地生産及び輸出数量（2024年）
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<出典>酒類食品統計月報2025年5月号
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「澪」グローバルブランドへの育成

宝酒造と宝酒造インターナショナルグループとの協業により、輸出を拡大し、
松竹梅白壁蔵「澪」のグローバルブランド化を推進

スパークリング日本酒という新たな市場を創造してきた松竹梅白壁蔵「澪」は
世界44ヵ国（日本を除く）で販売

「澪」〈NIGORI〉300ml

・アジアに加えて、にごり酒人気
が高いアメリカへ
「澪」＜NIGORI＞の輸出を
開始

2025年
11月発売



イノベーティブな和酒の開発

35

米国宝酒造では、米国に拠点がある強みを活かし、現地ニーズを捉えたイノベーティブ
な発想のSAKEを発売

【ムワ：MU|WA
（バーボン樽で熟成させたSAKE）】

【オーシャンビュー（白麹使用）】
【スカイライン（多酸性酵母使用）】

使用米
カリフォルニア産
カルローズ米

想定価格
小売: $65/本、
レストラン: 
$110-120/本

使用米
カリフォルニア産
カルローズ米

想定価格
小売: $17/本、
レストラン: 
$30/本
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ブラントン・ゴールド

洋酒の取り組み

トマーチン10年 ダブルカスク

スコッチウイスキーの「トマーチン」、スーパープレミアムバーボン「ブラントン」のブランド価値
のさらなる向上を図り、安定的な利益成長を推進
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10,000

12,000

14,000

16,000

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3予想

●エイジ・インターナショナル社
・「ブラントン・ゴールド」の販売強化等による、
高付加価値ブランドとしての「ブラントン」の
育成の継続・徹底

〇エイジ・インターナショナル社 売上高推移

●トマーチン社
・市場環境を踏まえ、量販店向け中低価格帯の
「トマーチン」製品によるボリュームゾーン顧客の
獲得およびブランドの
認知度向上

0

2,000

4,000

6,000

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3予想

（百万円）

〇トマーチン社 売上高推移

（百万円）



本日の内容
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１．宝グループの概要

２．宝グループの歩み

３．宝グループ 長期Vision2050

４．現在の事業の状況

４-１.国内事業

４-２.海外事業

４-２-１. 海外酒類事業

          ４-２-２. 海外日本食材卸事業

４-３.バイオ事業

５．サステナビリティへの取り組み

６．2026年3月期業績予想

８．政策保有株式の縮減について

９．株主還元について
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2010年のフーデックス社を皮切りに、世界各国の海外日本食材卸会社をグループに
迎え入れ、和酒・日本食の拡大に取り組んでいる

2010年
フーデックス社（フランス）

2013年
タザキフーズ社（イギリス）

2016年
ミューチャルトレーディング社（アメリカ）

2014年
コミンポート社（スペイン）

2017年
ニッポンフード社（オーストラリア）

2024年
カーゲラー社（ドイツ）

海外日本食材卸事業における主要子会社



拡大の歩み

世界各地の日本食材卸のグループ化等により、年々成長を続けている
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'11/3 '12/3 '13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3 '24/3 '25/3

フーデックス社

東京共同貿易

タザキフーズ社

（期）

（億円）

コミンポート社

ケタフーズ社

ミューチャル
トレーディング社

ニッポンフード社

宝酒造インターナショナル
株式会社設立

◇海外日本食材卸事業 売上高推移

タザキ
キャッシュ＆キャリー

アマラン社

カロリーナ社

ヤマショウ社

ミナモト
ホールセール社

築地太田社
アグリカ社

カーゲラー社

青：北米
紫：欧州
緑：亜豪州
黒：日本
※下線は孫会社
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ビジネスモデル
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専門商社ルートや直接取引により海外日本食材卸が仕入。
現地のレストランやスーパー、テイクアウト店に加え、ECや二次卸にも販売

レストラン

スーパー
・小売店

テイクアウト
型店舗

取扱商材（日本産・海外産）

コメ

寿司
ネタ

醤油

清酒

箸

海苔

食器

海
外

直
接
取
引

専
門
商
社

海
外
日
本
食
材
卸

等

EC
(ネット通販)

二次卸
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海外日本食材卸事業の強み①

米や海苔、寿司ネタをはじめ、麺類などの加工品、清酒、調味料、食器や包丁等に
至るまで、日本食に関わる商材をワンストップで提供し、”食”と”酒”をセットで提案

●日本食に関わる商材の幅広い品揃え

●保管・配達時における温度管理

海外の老舗レストラン
をはじめ、日系大手寿司
チェーンなど様々な料飲店
に和酒、日本食を提供

●”食”と”酒”のセットでの提案

各種食材の他、ノンフードの品揃えも充実
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海外日本食材卸事業の強み②

日本酒や焼酎などの和酒、新たにグループに迎え入れた企業の仕入れルートを
活かした水産品など、差異化された商材が充実

築地太田社 カーゲラー社（ドイツ）

日本産鮮魚 冷凍魚介類

和酒

日本酒130蔵 1,000アイテム以上、
焼酎30蔵 130アイテムに及ぶ和酒の品揃え
（ミューチャルトレーディング社）

水産品

高品質な水産品や日本産鮮魚
といった差異化された商材

ミューチャルトレーディング社
が取り扱う酒類の一部

日本からニューヨークへ
鮮魚を48時間以内に
空輸

世界規模の調達ルートを
保有



北米エリアにおける拠点拡大について
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西海岸、東海岸が中心であったカバーエリアを、主要な都市圏まで拡大

既存拠点のカバーエリア● …既存拠点

’25/12末時点（15拠点）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◇拠点数の推移

’20/03末時点（9拠点）

● …新規拠点 新規拠点のカバーエリア



欧州エリアにおける拠点拡大について

近年では新たにドイツ、北欧に拠点を拡充。
また、ドイツのカーゲラー社が欧州各国へ展開している取引先ネットワークを活用すること
で、東欧・北欧・南欧の新規市場の開拓をさらに加速

◇カバーエリアの推移

’20/03末時点

’25/12末時点

北欧向け

東欧向け

南欧向け

既存拠点のカバーエリア●…既存拠点

●…新規拠点 新規拠点のカバーエリア
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和酒・日本食のさらなる世界浸透に向けて

宝酒造の技術力・ブランド力と、宝酒造インターナショナルグループが持つネットワーク力を
活かすことで、和酒と日本食の世界浸透を推進

国内事業 海外酒類事業 海外日本食材卸事業

和酒・日本食の世界浸透

技術力・ブランド力

製造力・品質力

現地生産 仕入力・調達力

海外販路拡大



本日の内容
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１．宝グループの概要

２．宝グループの歩み

３．長期Vision2050

４．現在の事業の状況

４-１.国内事業

４-２.海外事業

４-２-１. 海外酒類事業

          ４-２-２. 海外日本食材卸事業

４-３.バイオ事業

５．サステナビリティへの取り組み

６．2026年3月期業績予想

７．政策保有株式の縮減について

８．株主還元について



バイオ事業

遺伝子工学・細胞工学技術をコアコンピタンスとし、独自の基盤技術開発を進めなが
ら、ライフサイエンス研究支援分野や創薬・臨床・診断等の支援分野を事業領域として、
世界中に事業を展開

試薬 機器 CDMO*

遺伝子を増幅する酵素や
試薬セット（キット）など
（数千～数十万円～ ）

約10,000品目

遺伝子を増幅する装置、
細胞を解析する装置など

（数十万～数百万円～ ）

研究者（顧客）から
サンプルを預かり、得られたデー

タや産物を納品
（数十万～数千万円～ ）

CDMO （Contract Development and Manufacturing Organization）事業：
製薬企業などから医薬品の製法開発から製造までの工程を受託する事業

体外診断用医薬品

一般研究用試薬 PCR装置 自動核酸精製装置

シングルセル解析システム 遺伝子解析/検査受託

再生医療等製品関連受託

47



試薬事業の強み
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タカラバイオの強みである、超微量の遺伝子を高感度に検出する技術を活かした
PCR検査は様々な用途に需要が拡大
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独自のプラットフォーム技術や臨床開発の経験を活かし、
将来の開発（D）、製造（M）を見据え、開発初期（Research）から
クライアントに伴走する包括的支援サービスであるC”R”DMOを提供

CDMO事業の取り組み

C”R”DMO （受託開発・製造）

国内最大級の製造施設
遺伝子・細胞プロセッシングセンター

製薬企業
新
薬
の
製
造
・
販
売

大学・ベンチャー（シーズ探索）

Research（研究） Development（開発） Manufacture（製造）

委託 受託
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試薬事業 新たな取り組み

タカラバイオの
次世代シーケンシング
（NGS）

迅速かつ低コストで大量のDNA
またはRNAの塩基配列を解析
する技術（Next Generetion Sequencing）

バルク
解析

ShastaTM

空間解析技術

⚫ シングルセル解析結果に位置情報を付加することができる技術

⚫ 多様な生物種での高解像度な空間トランスクリプトーム解析を可能と
技術

ｼﾝｸﾞﾙｾﾙ
解析

空間
解析

2025年にM&Aした
Curio社の技術

2017年にM&Aした
WaferGen社の技術

各細胞の位置情報や
遺伝子発現の偏りを
解析

タカラバイオの持つ次世代シーケンシングと、M&AしたCurio社の空間解析技術との
融合により、臨床・診断分野に加え、創薬研究分野においてがん研究や再生医療、
遺伝病の治療開発などでの利用が拡大

空間解析
技術

タカラバイオ製品 タカラバイオ製品 M&AしたCurio社の製品（Spatial製品）
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バイオ医薬品開発に不可欠な「ウイルス安全性評価試験」の受託サービスを国内で
行うViSpot社*の技術をCDMO事業に組み込み、事業を拡大

CDMO事業 新たな取り組み

（A）ウイルスクリアランス試験 （B）ウイルス否定試験

顧客の製造工程を
スケールダウン
してラボ内に再現

ウイルス添加

ウイルス除去
ウイルス不活化

残存ウイルス確認

原材料・最終製品
マスターセルバンクなど

指標細胞に被験試料添加

ウイルス安全性評価試験

製造工程における
ウイルスを除去する能力を評価

原材料や製品にウイルスが
混入していないことを確認

*2025年3月27日
タカラバイオ（株）を存続会社

 として吸収合併
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環境社会活動の歩み

1979年 「カムバック・サーモン・キャンペーン」開始

1985年 公益信託タカラ・ハーモニストファンド設立

1989年
スポーツドリンク「PADI」で、国産製品として日本初の
ステイオンタブ（SOT）を採用

1998年 環境報告書「緑字決算報告書」初刊発行

2004年
TaKaRaお米とお酒の学校
（現:宝酒造「田んぼの学校」）開始

2017年
松竹梅「天」エコパウチが「容器包装簡素化大賞2017」の
特別賞受賞

2024年
「寶CRAFT」＜京檸檬＞が「第7回エコプロアワード」の
「財務大臣賞」受賞

カムバック・サーモン・キャンペーン

スポーツドリンク「PADI」

緑字決算報告書

宝酒造「田んぼの学校」
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サステナビリティへの取り組み

2020.5 「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」公表

2021.6 「宝グループ・サステナビリティ・ビジョン」公表

10の重要課題（マテリアリティ）とその取り組み方針を示した「サステナビリティ・ポリ
シー」、具体的な中長期的な目標を設定した「サステナビリティ・ビジョン」を策定し、
公開。各マテリアリティへの取り組みを実施

＜マテリアリティ・マトリクス＞



社会課題の解決に資するバリューチェーンの強化＜気候変動への対応＞
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ガスボイラーの活用や、太陽光パネルの採用、CO₂フリー電力の使用等の取り組みを
推進

＜目標と2024年度の進捗状況＞

◇宝酒造、宝酒造インターナショナルグループの
   生産拠点のCO₂排出量目標

CO₂排出量：82,240（t-CO₂）
2018年度比：20％削減

◇タカラバイオグループの排出量目標
 （原単位）

2018年度比：14％削減

◇2024年度進捗
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＜気候変動への対応＞ 主な取り組み

主なマテリアリティ 取り組み内容

環境

【黒壁蔵】
・太陽光発電設備の導入と再エネ由来
の電力への切替を実施
使用電力の実質再エネ由来100%化

   を達成（2025年2月）

・ボイラー燃料を重油から
液化天然ガス（LNG）へ転換し、
CO2排出量を削減

（2025年1月）

【松戸工場】

・ 蒸留塔に省エネ設備を設置し、蒸留時
  に発生する排熱を回収、蒸留塔へ再投入
  することにより、省エネルギー化を推進
（2026年11月稼働予定）

松戸工場と蒸留塔

黒壁蔵の太陽光パネルと
LNGタンク
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CDPから「サプライヤーエンゲージメント・リーダー」に初選定

国際的な環境非営利団体であるCDPにより、2024年度「サプライヤーエンゲージメント
評価」において、当社が最高評価「サプライヤーエンゲージメント・リーダー」に初選定
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生物多様性保全への取り組み

主なマテリアリティ 取り組み内容

環境

・1985年公益信託「タカラ・ハーモニストファンド」を設立し、
森林・草原や水辺の自然環境を守る活動や研究を助成

＜助成件数・助成累計額（40年間累計）＞
助成件数：のべ432件 助成累計金額：2億419万円

  

設立40周年

助成金贈呈式の様子
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2026年3月期 グループ連結通期業績 エグゼクティブサマリー

• 売上高

宝酒造は焼酎などが減少し、減収となる見込み。

タカラバイオグループは世界的なライフサイエンス研究市場の低迷が引き続き見込まれることや、中国の

経済不況、中国国内企業との競争激化により試薬事業などが減少し、減収となる見込み。

宝酒造インターナショナルグループでは海外酒類事業における洋酒の伸長や、海外日本食材卸事業の

M&A効果による業績の上乗せもあり、ともに増収となり、当社グループ全体でも増収となる見込み。

• 営業利益

宝酒造は、価格改定効果や売上構成の変化などにより売上総利益が増加し、増益となる見込み。

宝酒造インターナショナルグループは、海外酒類事業、海外日本食材卸事業ともに売上総利益が増加し、

海外日本食材卸事業では販売費及び一般管理費の増加により減益となるものの、海外酒類事業におけ

る洋酒の伸長により、全体でも増益となる見込み。

タカラバイオグループでは、売上高の減少により、売上総利益が減少し、M&Aに関する費用や、のれん

償却など販売費及び一般管理費が増加することで営業損失となり、当社グループ全体でも減益となる

見込み。

• 親会社株主に帰属する当期純利益

投資有価証券や固定資産の売却などにより、特別利益が増加するが、タカラバイオグループの減損損失

などによる特別損失の増加や、繰延税金資産の一部取り崩しにより、減益となる見込み。



2026年3月期 通期 宝ホールディングス（連結） 業績予想

（百万円）
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2026年3月期

通期予想

前期比

（％）

売上高 392,000 8.1

売上総利益 127,700 6.7

営業利益 16,200 ▲ 21.3

経常利益 15,700 ▲ 29.2

親会社株主に

帰属する

当期純利益
11,100 ▲ 31.5

2026年3月期 通期予想 2025年3月期 通期実績

海外売上高比率 62.1% 59.3%
（タカラバイオグループ除く） (62.0%) (58.2%)



2026年3月期 事業別 業績予想

（百万円）
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2026年3月期予想
前期比

（％）

売上高 119,277 ▲ 0.3

売上総利益 30,467 1.8

営業利益 5,545 10.1

売上高 217,800 17.2

売上総利益 71,030 19.0

営業利益 14,000 20.1

売上高 27,376 16.3

売上総利益 14,583 37.7

営業利益 11,250 60.9

売上高 192,997 17.1

売上総利益 56,430 14.8

営業利益 4,412 ▲ 27.6

売上高 42,100 ▲ 6.5

売上総利益 21,891 ▲ 16.0

営業利益 ▲ 4,000            －

タカラバイオ

グループ

うち

海外酒類事業

うち

海外日本食材卸事業

宝酒造

宝酒造

インターナショナル

グループ



63

宝ホールディングス（連結）業績推移

グループ全体の売上高は、右肩上がりに推移するも、営業利益は、2023年3月期
以降、減益傾向となる

135
156 178 158

215
433 379

222 205 162

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

'17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3 '24/3 '25/3 '26/3予想

売上高 営業利益

3,393
3,506

3,009
2,7842,8112,7742,681

2,341

（億円）

3,626

3,920



2026年3月期 通期 宝ホールディングス（連結） ROE、ROIC 予想
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（百万円）

2026年3月期

通期予想
前期実績 前期差

ROE (%) 4.5 6.8 ▲ 2.3

当期純利益 11,100 16,202 ▲ 5,102

自己資本

(2点平均)
246,296 236,946 9,349

ROIC (%) 3.0 4.0 ▲ 1.0

NOPAT 11,226 14,212 ▲ 2,985

投下資本

(2点平均)
375,228 354,980 20,247



本日の内容
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１．宝グループの概要

２．宝グループの歩み

３．宝グループ 長期Vision2050

４．現在の事業の状況

４-１.国内事業

４-２.海外事業

４-２-１. 海外酒類事業

          ４-２-２. 海外日本食材卸事業

４-３.バイオ事業

５．サステナビリティへの取り組み

６．2026年3月期業績予想

７．政策保有株式の縮減について

８．株主還元について



2026年3月期 政策保有株式の縮減について
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◇今後の政策保有株式縮減方針

より一層の資本効率の改善に向けて、政策保有株式の総額を
2025年3月期末から2030年3月期末までに50％削減する方針

◇2026年3月期の縮減計画

売却銘柄数 ７銘柄

売却見込額 約54億円

2025年3月期末 2030年3月期末

期末時価総額 約320億円 約150億円

※連結純資産（2025年3月期末3,009億円）比率：2025年3月期末10.6％ → 2030年3月期末5.0％

16銘柄

約50億円

◇中間期時点 進捗



本日の内容
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１．宝グループの概要

２．宝グループ 長期Vision2050

３．宝グループの歩み

４．現在の事業の状況

４-１.国内事業

４-２.海外事業

４-２-１. 海外酒類事業

          ４-２-２. 海外日本食材卸事業

４-３.バイオ事業

５．サステナビリティへの取り組み

６．2026年3月期業績予想

７．政策保有株式の縮減について

８．株主還元について



2026年3月期 株主還元について
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配当
31円（配当性向53.6％）

配当29円＋創立100周年記念配当2円

◇自己株式の取得実績

取得株式数 2,382,200株

取得総額 2,999,956,850円

取得期間 2025年5月15日～2025年6月13日

◇2026年3月期配当（予定）



株主優待制度（長期保有者への優待拡充）
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株主優待の対象者条件として最低保有年数（１年以上）を設定するとともに、
長期（３年以上）にわたり継続的に保有いただいている株主様の優待内容を拡充

継続保有期間 保有株数 内容

100株以上1,000株未満

1年以上3年未満
1,000円相当の当社グルー
プ会社商品詰め合わせ

3年以上
1,300円相当の当社グルー
プ会社商品詰め合わせ

1,000株以上

1年以上3年未満
3,000円相当の当社グルー
プ会社商品詰め合わせ

3年以上
4,000円相当の当社グルー
プ会社商品詰め合わせ



Smiles in Life ～笑顔は人生の宝～
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酒類・日本食材領域で和酒・日本食を世界の日常にすること、ライフサイエンス産業
支援領域で健康を一人ひとりへ届けることに加え、新たな領域で価値を創造し、世界
に笑顔を広げていく



将来見通しに関する注意事項
この資料中の当社および当社グループの現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、

歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点におい
て入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスク
や不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたもの
であります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり
得ることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変
動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製
品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急
速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与え
る要素はこれらに限定されるものではありません。

ir@takara.co.jp

＜お問合せ先＞
宝ホールディングス株式会社

広報・ＩＲ部
E-Mail ir@takara.co.jp

TEL 075-241-5124

mailto:ir@takara.co.jp

